
1

aUMRfi-feV*- &ffi&£fg34^- 1997 ^ 12 ^

jA≪s#Mfri# ism iz-D ^ x

The SatelliteCloud Information Chart for Far East (SCIC-FE)

Toshiyuki KURINO

mm mm**

Nobutoshi FUCHITA

Abstract

The Meteorological Satellite Center (MSC) has developed the Satellite Cloud Informa-

tion Chart for Far East (SCIC-FE) using GMS infrared (IR) channel images. It is produced

to enable the users to identify the distribution of the high/middle-level clouds with supple-

mentary information of "cloud top height", "active convective cloud area" and "cloud

motion wind". It is also contains additional information of "darkening area" and "distinct

boundaries" associated with the upper air troughs derived from IR Water Vapour channel

image. It is automatically disseminated to domestic aviation weather offices and utilized

for aviation weather forecasting. This paper describes a data processing subsystem and its

format of the latest version of the SCIC-FE including examples to illustrate how to use it

for a meteorological analysis.
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Fig. 1 Conceptual figure of data processing in the Cloud Top Height Pattern Process
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Fig. 3 Conceptual figure of data processing in the

Large Scale Cb Cloud Cluster Detection Process
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Fig. 5 Notation of the organized Frequent / Occasional Cb Area
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Fig. 8 Conceptual figure of data processing in the Upper Cloud Movement Derivation Process

Fig. 9 Schematic flow of the Upper Cloud

Movement Derivation Process

Ooud Movement
& xx

xx: Cloud To
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Fig. 17　Polar Stereographic-Projected Infrared (IR) Image at 00 UTC on 20 June 1997

Fig. 18　The SatelliteCloud Information Chart for Far East at 00 UTC on 20 June 1997
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降水強度
記　号　　二　●　ｎ　□
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Fig. 19 Radar Echo Composite Map at 00 UTC on 20 June 1997

Fig. 20 Full Disk IR Image at０３UTC on ３１May 1997
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　500hPa天気図では、中国東北区に-20°Ｃの寒気コア

を持つ寒冷低気圧が解析されている。この時刻の赤外

１画像では、この寒気コアに対応した雲渦が見える。

さらに日本海中部には別の雲渦が解析できる。近畿以

西は晴天域（赤外１画像で雲が無い領域）となってい

る。

　一方、水蒸気画像では赤外画像の晴天城において、

200hPaの強風軸に対応して揚子江下流から関東地方

に伸びる水蒸気パターンの明暗の境界（図中「Ａ－Ｂ」

で示す）が見られる。

　広域雲解析情報図(Fig. 21)では、この明暗の境界

を「上層強風パターン」として表示している。この上

層強風パターンに沿って「上層大気沈降域」を表示し

ている。上層大気沈降域は、2.5項で記述したように、

ている。

　これらの雲移動ベクトルを、同日００ＵＴＣの風計算

処理（ホスト計算機上の処理）の「自動法による風計

算」により算出された雲移動風と比較すると、観測時

刻及び用いた画像の時間間隔は異なるが、風向・風速・

高度とも一致している。

４　おわりに

　今回紹介した「広域雲解析情報図」は、従来配信し

ていたものに、GMS-5で新たに追加された赤外水蒸気

チャンネル及びスプリットチャンネルデータを用いて

改良を行い、1997年５月７日より新たに運用を開始し

たものである。したがって今回は、提供している情報

についての詳細な事例解析はできなかった。特に、こ
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Fig. 22 Polar Stereographic-Projected Infrared (IR) Image at ０３UTC on ３１May 1997

水蒸気画像で前１時間に輝度温度が1.5K以上上昇し

た領域を検出するが、本例では平均で3.IK上昇して

いる。このことは、トラフの東進とトラフのさらなる

深まりを示唆している。

　また、関東沖から東海上に伸びる前線帯に対応した

雲バンド上には32､000～33､000feet（約１万ｍ）の高度

で50～70ktの「上層雲移動ベクトル」が３点抽出され

れまでの調査で述べられている「晴天乱気流」と赤外

水蒸気画像から抽出した「上層大気沈降域」との関係

についてはシビアーな「晴天乱気流」の事例の蓄積が

少ないため、今後、資料を蓄積して、さらに統計的な

詳細な解析を行いたい。

　また、「広域雲解析情報図」は北半球の広い領域をカ

バーする必要があるため、衛星から観測する温度場は、
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Fig. 24 Surface weather chart at ００UTC on ３１May 1997
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Fig. 26 200 hPa surface analysis at ００UTC on ３１May 1997

季節／地域により大きく変動する。このため本処理で

は判定のための「しきい値」を季節（「夏」、「冬」及び

　「春･秋」の３季節）及び地域（10°格子領域）ごとに

定数テーブルに設定できる様な仕様になっており、そ

の最適な値についても今後の調査で更新し、プロダク

トの精度向上を図りたい。

　現行の「広域雲解析情報図」は、雲及び上層大気の

現象を図情報として利用者に提供しているため、広い

範囲の雲の情報を鳥瞰できる利点がある反面、個々の

飛行経路に沿った情報や飛行場周辺の特定の領域の情

報を詳しく読みとるのは困難である。また、多様な情

報を１枚の図上で表現しているため、ある特定の情報

のみを読みとるのには適していない。

　今後の「広域雲解析情報図」の方向性としては、「２

値情報」の図情報として表現されている項目を0.25°格

子領域ごとに数値をデジタルデータに加工し配信する

ことが考えられる。これにより、より多くの情報を盛

り込むことが可能になり、また利用者も、それぞれの

必要に応じて、必要な項目、例えば雷雲の監視のため

の積乱雲の分布情報のみを特定の飛行場の周辺の狭い

領域で詳しく解析することも、現行の情報図と同様の

広い領域で、飛行経路に沿って概観することも、自由

に加工することが可能になる。
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